令和９年度評価替えに向けた

守山市固定資産標準宅地鑑定評価にかかる不動産鑑定士選任基準

１　趣　旨

　固定資産評価基準によると、宅地の評価において、標準宅地の適正な時価を求める場合には、地価公示価格および不動産鑑定士（補）による鑑定価格等を活用することとされている。
標準宅地の不動産鑑定評価については、公的土地としての相互の均衡と適正化を円滑に、かつ効率的に図る必要がある。適正な鑑定評価を行うためには、地域における土地の価格形成要因を的確に把握する必要があるが、土地の価格形成要因は地域性が強く、本市の地価の実情に精通した不動産鑑定士（補）に担当してもらうことが好ましいことから、次に定めるところにより選任する。

　

２　選任基準

(1) 次のすべてに該当する者であること。

①価格調査基準日の属する年度の前年度または前々年度において、滋賀県内の公的土地評価（地価公示・地価調査および国税の鑑定評価）のうちいずれかの鑑定評価業務に従事した実績のあること。
②守山市内の土地価格事情に精通していること。

③滋賀県土地評価協議会（湖南地区分科会を含む）および固定資産鑑定士会議への出席が可能であること。

　　④これまでに適正を欠く不動産鑑定評価を行ったことがないこと。また、過去に本業務を受託した者にあっては誠実に業務を行った者であること。

(2) 担当する不動産鑑定士（補）の人数は、４人以内とする。
(3) 不動産鑑定士（補）の公的土地評価の実績および希望状況等の把握は、滋賀県土地評価協議会が様式を定めた「固定資産鑑定評価希望申出書」等により行う。なお、上記申出書における守山市の希望順位も考慮するものとする。
